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東
京
佐
川
急
便
株
式
会
社
の
埼
玉
県
新
座
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お
け
る
農
地
転
用
に
関
す
る
質
問
主
意
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提 

出 

者 
 

沢 

田 
 

広 

 

一 

 



 

一 

該
当
地
で
あ
る
埼
玉
県
新
座
市
池
田
二
―
三
六
三
九
―
一
、
外
五
九
筆
、
二
六
、
一
〇
六
平
方
メ
ー
ト
ル
の 

 
 

農
地
転
用
に
つ
い
て
、
昭
和
六
十
年
八
月
九
日
関
東
農
政
局
に
事
前
審
査
を
申
請
、
昭
和
六
十
三
年
一
月
二
十 

 
 

二
日
に
許
可
さ
れ
て
い
る
。 

二 

「
第
二
種
農
地
を
対
象
と
す
る
農
地
の
転
用
は
、
第
三
種
に
立
地
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
か
、
ま
た
は
不 

 
 

 
許
可
は
（
昭
和
四
十
四
年
十
月
二
十
二
日
、
農
林
事
務
次
官
通
達
の
）
四
四
農
地
Ｂ
三
一
六
四
号
の
第
二
の
二 

 

の
（
二
）
の
②
に
よ
り
許
可
し
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

転
用
申
請
は
昭
和
六
十
二
年
七
月
三
日
に
新
座
市
農
業
委
員
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
が
こ
の
件
は
、
「
農
地 

 
 

法
第
五
条
」
の
場
合
を
除
き
、
農
地
の
権
利
・
移
動
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
該
当
地
の
よ
う
に
市
街 

 
 

 

化
調
整
区
域
内
に
、
配
送
セ
ン
タ
ー
施
設
は
認
め
ら
れ
な
い
筈
で
あ
る
。 

東
京
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便
株
式
会
社
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埼
玉
県
新
座
市
に
お
け
る
農
地
転
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に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

四 

こ
の
敷
地
の
面
積
は
、
都
市
計
画
法
施
行
規
則
第
十
条
に
基
づ
く
公
告
に
よ
る
と
、
三
一
、
〇
四
二
平
方 

 
 

 

メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
が
、
登
記
上
は
二
九
、
二
二
九
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
お
り
、
転
用
許
可
面
積 

 
 

 

は
、
二
六
、
一
〇
六
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。 

三 

埼
玉
県
新
座
市
池
田
二
―
三
七
二
七
、
三
七
二
四
、
三
七
二
八
―
一
は
、
個
人
の
土
地
で
あ
る
が
、
平
成
元 

 
 

 

年
二
月
二
十
五
日
、
貸
駐
車
場
の
目
的
で
農
地
法
第
四
条
に
基
づ
く
許
可
を
と
り
、
同
年
八
月
二
十
三
日
に
宅 

 
 

地
に
登
記
さ
れ
、
現
在
佐
川
急
便
株
式
会
社
が
配
送
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
と
し
て
使
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と 

 
 

は
農
地
法
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。 

適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
限
り
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
何
故
、
乙
種
農
地
に
該
当 

 
 

す
る
と
認
め
た
の
か
、
こ
れ
ら
の
経
過
と
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
機
関
の
解
釈
と
許
可
の
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た 

 

い
。 ま

た
許
可
を
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
こ
の
間
の
経
過
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

五 

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
農
地
転
用
許
可
基
準
（
昭
和
四
十
四
年
十
月
二
十
二
日
、
農
林
事
務
次
官
通
達
） 

 

が
、
平
成
元
年
三
月
三
十
日
改
正
さ
れ
、
第
二
の
一
の
（
一
）
の
⑨
に
、
「
一
般
国
道
等
の
沿
道
に
お
い
て
該
当 

 
 

 

道
路
に
接
続
し
て
、
又
は
高
速
自
動
車
国
道
等
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
至
近
距
離
の
区
域
内
に
お
い
て
、 

 
 

流
通
業
務
施
設
等
を
建
設
す
る
場
合
」
が
挿
入
さ
れ
、
例
外
的
に
許
可
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

六 

農
地
転
用
及
び
建
築
確
認
に
あ
た
っ
て
の
事
前
指
導
に
対
し
、
東
京
佐
川
急
便
は
、 

(二) 

一
日
の
営
業
用
車
両
の
出
入
り
台
数
は
、
大
型
一
二
〇
台
、
小
型
二
六
〇
台 

(一) 

敷
地
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
緑
地
と
す
る 

し
か
し
、
東
京
佐
川
急
便
株
式
会
社
の
農
地
転
用
は
、
そ
れ
以
前
に
許
可
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
農
地
転
用 

 
 

を
許
可
す
る
こ
と
は
、
農
地
法
上
違
反
行
為
で
あ
り
、
か
つ
行
政
権
の
濫
用
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
本
件
の 

 
 

根
拠
と
経
過
及
び
行
政
措
置
上
の
解
釈
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

こ
れ
ら
の
相
違
が
で
た
理
由
、
及
び
こ
れ
ら
の
数
字
の
根
拠
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

八 

新
座
市
と
東
京
佐
川
急
便
と
の
協
定
書
の
一
日
の
営
業
用
車
両
の
出
入
り
台
数
（
大
型
一
二
〇
台
、
小
型
二 

 
 

六
〇
台
）
と
現
在
の
届
出
台
数
に
増
減
は
な
い
か
、
台
数
増
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
新
座
市
が
懸
念
し
て
い
る 

 
 

交
通
安
全
対
策
に
、
営
業
許
可
者
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
た
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

七 

新
座
市
東
京
佐
川
急
便
配
送
セ
ン
タ
ー
敷
地
は
、
登
記
簿
謄
本
で
二
九
、
二
三
三
・
〇
四
平
方
メ
ー
ト
ル
（
佐 

 
 

川
急
便
二
八
、
五
七
六
・
〇
四
平
方
メ
ー
ト
ル
、
民
有
地
六
五
七
平
方
メ
ー
ト
ル
）
と
な
っ
て
い
る
。 

の
事
業
計
画
を
提
出
し
、
出
入
り
台
数
に
つ
い
て
は
新
座
市
と
協
定
書
を
締
結
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と 

 
 

は
守
ら
れ
て
い
な
い
。 

営
業
許
可
時
と
現
在
の
ト
ラ
ッ
ク
出
入
り
台
数
・
保
有
台
数
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
ま
た
、
こ
れ
が
車
両 

 
 

台
数
に
対
す
る
必
要
面
積
の
整
合
性
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
明
確
に
す
る
と
共
に
、
整
合
性
を
欠
い
た
場
合
の 

 

具
体
的
措
置
を
明
示
さ
れ
た
い
。 

こ
の
違
反
行
為
に
対
し
、
営
業
許
可
者
と
し
て
ど
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

 



 

 

七 

九 
こ
れ
ら
の
行
政
行
為
は
、
い
た
ず
ら
な
ご
都
合
主
義
に
よ
る
濫
用
以
外
の
何
物
で
も
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責 

 
 

任
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
法
の
改
正
も
必
要
と
思
わ
れ
る
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
説
明
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


